
 

 

 

 

後発医薬品について 

 

最近、医療費自己負担 3 割となり、一部の病院等で包括医療評価が導入され、患者さん

の、そして医療機関の薬剤費軽減の目的で後発品の導入が各医療機関で進むようになりま

した。その後発品導入のメリットは、先発メーカーの薬価に比べ、大体半値、あるいは 3

分の 1 と安価であるという点です。また最近では、速崩性や小型化などの製剤工夫を加え

た後発品も多くなりました。つまり後発品導入決定を極論すれば、天秤の片方に「低価格」

という要素を乗せ、もう片方に先発品への思い入れを乗せて、どちらに傾くかが、各医療

機関の後発品導入決定の姿であり、患者の利益と病院の利益が同時に図れることから最終

的に後発品導入を選ぶ場合が多いそうです。 

仮に後発品導入決定から次のステップに進む際、「後発品を使用するための基準」として

検討されるのは、採用する後発品メーカーをどこにするかではなく、現状の先発品の中で

何を転換するのかという点です。大半の各医療機関は、薬事委員会等で以下の点を審議し

ています。 

 

① 処方頻度が高く切り替えによる経済効果が高いものを選ぶ 

② 下剤や胃粘膜保護剤など作用が比較的マイルドなものから始める 

③ 更年期障害やホルモン治療剤など、患者負担が大きい高額の医薬品を中心に採用する 

④ 例えば血圧降下剤といった薬を最初に入れ、薬効を確認した上で胃腸薬等を採用する 

⑤ 他施設でよく使用されている後発品を調べ、院内で再度協議し採用する 

 

ではなぜ安価であるにもかかわらず、外国より日本での後発品の使用頻度が少ないかと

いうとその問題として、主に①品質への不安②情報提供不足③供給の安定性が挙げられま

す。特に供給の安定性についてはいまだに問題が多く、オレンジブックに記載のものでも、

製造中止等の問題は多いと言われています。よって後発品を選定する時点で、採用する医

療機関が医薬品の品質や安全性等の情報収集等を行うなど、努力する必要があると思われ

ます。 

今回上記⑤にある他施設でよく採用されている後発品について調べたところ、2003.8 月

にまとめられた全国 660施設の一般大病院（国：53、公的：231、社保その他：34、私的：

302、学校：30、会社：10、特定機能病院：16）での採用後発品における使用区分別金額

上位 50品目のうち、内用薬でかつ当院に先発品がある 27品目について以下に示しました。

また外用薬および注射薬についても随時発行する予定です。 

（薬剤部 吉村） 
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2003.8 月における使用区分別金額上位品目一覧 

 

《内用薬》 

順位 後発品名(薬価) 製造元 薬効 院内採用医薬品名(薬価) 

1 カルボクリン末：1g (374.2) 大洋薬工 抗癌剤 クレスチン：1g (602.5) 

13 エトール末：1g (267.8) 東菱 

2 アロシトール 100mg (27.1) 田辺 痛風治療剤 ザイロリック錠 100mg (32.3) 

23 アロチーム錠 100mg (6.4) 沢井 

3 ラニタック錠 150 (18.7) 日医工 消化器用剤 ザンタック錠 150mg (32.3) 

 4 タスオミン D 錠 20mg (283.5) 日本シェーリング 抗癌剤 ノルバデックス D 錠 20mg (448.4) 

5 ファモチジン錠 20｢サワイ｣(32.6) 沢井 消化器用剤 ガスターD 錠 20mg (68.0) 

14 ガスリック D 錠 20mg (37.9) 日新(山形) 

6 レニベーゼ錠 5mg (26.1) 日医工 高血圧治療剤 レニベース錠 5mg (94.3) 

7 ムーベン(969.4) 日本製薬 検査薬 ニフレック(1527.6) 

8 アミノバクト顆粒 4.74g (143.1) 日医工 アミノ酸製剤 リーバクト顆粒 4.14g (310.4) 

9 センノサイド錠｢サワイ｣(5.7) 沢井 下剤 プルゼニド錠 12mg (6.1) 

10 テオロング錠 200mg (23.3) エーザイ 気管支拡張剤 テオドール錠 200mg (22.8) 

11 プラバチン錠 10 (88.0) 沢井 高脂血症剤 メバロチン錠 10mg (145.5) 

12 サワチオン S 錠 5mg (13.3) 沢井 循環器官用剤 サアミオン錠 5mg (46.3) 

21 サルモシン錠 5mg (17.1) ニプロファーマ 

25 レストマート N 錠(10.9) 大洋薬 

15 ワークミンカプセル 1.0 (67.4) グレラン ビタミンD剤 アルファロールカプセル 1μ g 

(109.8) 20 トヨファロールカプセル 1.0 (25.5) 旭化成ファーマ 

16 ケンタン錠 60mg (9.8) メディサ NSAIDS ロキソニン錠 60mg (25.2) 

17 リファンピシンカプセル 150｢サワ

イ｣(22.8) 

沢井 抗結核剤 リファジンカプセル 150mg (40.5) 

26 アプテシンカプセル 150mg (32.1) 科研 

18 バレリン錠 200mg (14.5) 大日本 抗てんかん剤 デパケン錠 200mg (19.5) 

19 プロルナー錠 20μg (52.5) 日医工 体液用剤 プロサイリン錠 20μg (86.4) 

22 ファモチジン細粒 2％｢サワイ｣

(41.6/g) 

沢井 消化器用剤 ガスター散 2％(76.1/g) 

24 チクピロン錠 100mg (13.1) メディサ 抗血小板剤 パナルジン錠 100mg (75.9) 

27 ニコランマート錠 5mg (12.2) 東和 血管拡張剤 シグマート錠 5mg (32.0) 

※先発品が後発品より薬価が安い又は同じ医薬品は除いてあります。 
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